
１．機構の設立趣旨
　生産者の経営や生活、家族、農村社会の改善を使命とし、世界の農業者の利益となる政策や賛同者をつくるため、各国の農業団体や農業協
　同組合組織を結集させる

２．機構の目的
　（１）世界中の農業者の生活向上と農村社会の活性化
　（２）会員間の協力の促進による世界の食料安全保障への貢献
　（３）農業生産者の組織化の促進や、食料の生産・流通・販売に

おける農業者の影響力強化
　（４）林業や漁業、環境、貿易、研究や教育など、その他の農業

関連の活動との連携確保
　（５）持続的な農村開発や環境、気候変動や次世代継承のよう

な新たな課題に関する農業者の関与の促進

世界の農業・農業者が対応しなければならない課題

2011年3月29日 ＷＦＯ（世界農業者機構）設立　本部:イタリア ローマ

●人口の爆発的な増加や飢餓人口の減少に対応するための食料増産

●生物多様性や気候変動など地球規模の課題への対応

2050年までの世界人口の見通し 世界の栄養不足人口の推移
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出典：2008年国連人口推計 出典：FAO「The State of Food Insecurity in the World 2009」

出典：平成22年版 図でみる環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書
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出典：HadCM3（Hadley Centre Coupled Model , version 3）の調査

JA全中田代副会長が共同議長を務めたWFO設立会合

こうした課題の解決のためには農業者の連携が必要不可欠

1960年‒1990年の平均値に対する
2070年から2100年の平均気温変化量の予側種の絶滅速度種の絶滅速度

●世界の農業者・農村社会の発展を目指して～ＷＦＯ（世界農業者機構）の設立～●
近年の食料需給のひっ迫や、生物多様性の維持、気候変動への対応など世界の農業団体は国際的な連携の下解決し
ていかなければならない多くの課題に直面しています。こうした中、３月２９日、世界４０カ国以上６０に及ぶ農業団体代表の
出席のもと、新たな国際組織「ＷＦＯ（世界農業者機構）」が発足しました。今回は、当機構の設立趣旨や解決すべき課題
について報告します。
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※全中ホームページ「ＷＴＯ・ＥＰＡ関係」内でもご覧になれます。アドレスはhttp://www.zenchu-ja.or.jp


